
 

 

お知らせ 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う対応について 

2021 年 9 月 30 日更新 

 

平素より SPRING JAPAN をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

 

新型コロナウイルスによる感染症の発生を受け、本件に関する当社の対応状況を下記のとおりご案内いたします。 

 

ご搭乗に際してマスク着用のお願い（2021 年 7 月 12 日より当面の間） 

ご搭乗に際しては必ずマスクを着用してください（幼児や医療上の理由によりマスクを着用することができない方を除

く）。マスクを着用されないお客さま、ならびに発熱など体調がすぐれないお客さまのご搭乗をお断りする場合がございま

す。新型コロナウイルス感染拡大防止にご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

定期航空協会からのご案内 

空港・飛行機内において、マスクなど、鼻と口を覆うものをご着用いただくようお願いいたします。 

ワクチン接種後も引き続き、空港・飛行機内では、マスクなど着用をお願いいたします。 

ご搭乗にあたり、以下の内容についてご同意いただけない場合は航空機へのご搭乗をお断りする場合がございます。 

• ほかのお客さまにご不安やご迷惑をおよぼすおそれがあるため、空港内、航空機内では飲食時を除き、 

常時マスクの着用をお願いいたします。（※乳幼児を含む小さなお子さまは除く） 

※マスクの着用が難しい場合には、フェイスシールド・マウスシールドなどの着用も可とします。 

• マスクなどの着用が難しい場合は、地上係員や客室乗務員へお申し出ください。 

下記 1・2・3 などの健康上の理由および健康状態を確認させていただくことがあります。 

1. 呼吸困難や呼吸による胸や背中の痛みが伴う場合 

2. かぶれ、腫れ、痛みなど、外的な刺激を伴う場合 

3. 圧迫感、不安感、パニックに陥るなど、精神的な苦痛、感覚異常や神経過敏を伴う場合 

• ほかのお客さまに不快感を与え、またはご迷惑を及ぼすおそれのある場合、係員の業務の遂行を妨げ、 

またはその指示に従わないと判断できる場合は、ご搭乗をお断りする場合があります。 

(例：スタッフが事情を伺っても意図的な無視・沈黙がなされ、適切な対応を取ることができない場合、スタッフに対

する暴力・暴言があった場合など） 

 

 

 



 

 

01. 感染拡大に伴う一部の運航便の欠航、運休および減便について（2021 年 2 月 12 日更新） 

新型コロナウイルス関連肺炎の影響に伴う需要減退を踏まえ、SPRING JAPAN 運航便について、一時運休・減便を実施

いたします。ご予約済みのお客さまにはご不便をおかけいたしますが、現況に鑑みた判断とご理解くださいますようお願い申し

上げます。最新の運航スケジュールはこちらでご確認ください。 
 

SPRING JAPAN 国内線・国際線運航スケジュール 

https://jp.ch.com/time-table 

 

02. 航空券の変更・払い戻しについて（2021年9月30日更新） 

欠航、運休および減便に伴う変更・払い戻し 

■ 搭乗日の変更（振替え） 

・ 前後30日以内または2021年10月30日までの当社（IJ）便への変更（同一区間に限る）を、差額、変更手数料

なしで承ります。成田＝南京線をご予約のお客さまは、当社（IJ）の運航する他の中国線（成田＝天津/成田＝ハルビ

ン）への振替えを承ります。詳細はこちらをご確認ください。 

・ 変更手続きは2021年10月30日の運航便出発2時間前までとなります。 

■ 航空券の払い戻し 

・ 払戻手数料なしで全額払い戻しを承ります。 

・ 払い戻しを承れる期間は欠航、運休および減便発表時から、出発予定日30日後までとなります。 

・ 払い戻し手続きは支払いの際の方法に基づいて返金させていただきます。 

※「搭乗日の変更」または「払い戻し」はいずれか1回に限りご選択いただけます。 

※往路/復路どちらかが運航便の場合で往復の手続きを希望される際は、上記の払い戻し/変更規則に加え、運航便の出発前までに往復同時に申

請していただく必要がございます。 

※異なる予約番号で且つ往路/復路どちらかが運航便の場合、往復の全額払い戻し/変更の手続きは公式サイトでは承れません。必ずSPRING 

JAPANコールセンターまでご連絡ください。 

※事前に超過手荷物のご購入または座席指定をされたお客さまのお手続きは、SPRING JAPANコールセンターでのみ承ります。 

※旅行会社でご購入の航空券は、ご予約・発券された旅行会社にお問合せ下さい。 

※ツアー航空券は取り扱いが異なる場合がございます。詳しくは購入元にご確認ください。 

※搭乗日の変更（振替え）期間は、変更となる場合があります。 

※欠航、運休および減便発表前に既に変更・払い戻しされた航空券に対する特別対応は承れません。 

 

◆変更・払い戻しの手続き 

➢ SPRING JAPAN 公式サイト（WEB／スマホ／APP）でご購入の航空券は、以下a～c いずれかの方法でお手続き

ください。 

a） ログイン → 予約確認 → 予約管理・変更・払い戻しサービス追加（要ログイン） 

b） 予約の変更・払い戻しオンライン手続き https://jp.ch.com/Service/RefundTicket 

c） SPRING JAPAN コールセンター 

 

 

https://jp.ch.com/time-table
https://jp.ch.com/time-table
https://ajax.springairlines.com/style/site/img/home/%E6%88%90%E7%94%B0-%E5%8D%97%E4%BA%AC%E7%B7%9A%20IJ125126%E4%BE%BF%E3%80%80%E6%AC%A0%E8%88%AA%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%94%E6%A1%88%E5%86%85.pdf
https://jp.ch.com/Service/RefundTicket


 

 

日本国内 

TEL：0570-666-118 年中無休／09：00～17：30 ※日本時間 

Email：customer@jp.springairlines.com 
 

中国 

TEL：95524 年中無休／24 時間対応（中国語） 

平日10:00～20:00/土日祝10:00～18:30（日本語）※日本時間 

Email：cs@ch.com 
 

➢ 旅行会社でご購入の航空券は、ご予約・発券を行いました旅行会社までお問合せ下さい。 

➢ EXPEDIA でご購入の航空券は、下記ページから変更・取消の手続をお願いいたします。 

https://jp.ch.com/Service/RefundTicket 

現在多くのお問い合わせをいただき、電話が大変混み合い、繋がりにくい状況となっております。ご迷惑をおかけしますことをお

詫びいたします。 

mailto:customer@jp.springairlines.com
mailto:cs@ch.com
https://jp.ch.com/Service/RefundTicket


 

 

03. 日本への入国制限について（2021 年 9 月 30 日更新） 

入管法に基づき、日本到着時前 14 日以内に一部の国・地域に滞在歴がある日本国籍以外の方が入国制限の対象とな

りますので、旅行前に必ず法務省ホームページおよび外務省ホームページをご確認ください。また、対象となる地域・国が変

更されることがあります。 

 

また、日本政府の指示により、2021 年 1 月 13 日から日本に入国されるすべてのお客さまについて、検疫所へ「出国前 72

時間以内の検査証明書」の提出が必要となります。「出国前 72 時間以内の検査証明書」が提出できない場合、検疫所

が確保する宿泊施設等で待機していただきます。詳しくは厚生労働省ホームページをご参照ください。 

 

なお、検疫法に基づく「検疫所長が指定する場所（自宅等）において 14 日間の待機要請」および「入国後、14 日間は

国内における公共交通機関の使用の制限」についても継続してお願いする事となりますのでご留意ください。なお、入国後

10 日目以降に改めて自主的に受けた検査（PCR 検査又は抗原定量検査）の陰性の結果を入国者健康確認センター

に届け出ることにより、残りの期間の自宅等での待機は求められません（適用には条件がございます）。詳しくは厚生労働

省ホームページをご参照ください。現在、日本へ入国する全ての渡航者に対し、質問票の電子申告が義務付けられておりま

す。出発予定時刻の 90 分前までに空港へお越しください。ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

04. 日本の検疫体制強化について（2020 年 7 月 24 日更新） 

厚生労働省は入国した日の過去 14 日以内に『検疫強化対象地域（※１）』に滞在歴（検疫強化対象国として追加

された日以降の滞在歴）がある方、『入管法に基づく入国制限対象地域（※２）』に滞在歴のある方に対し、入国の前

後で以下の対応をお願いしております。対象となる地域・国が変更されることがあります。旅行前に必ず厚生労働省ホームペ

ージをご確認ください。 
 

- 健康状態に異常のない方も含め、検疫所長の指定する場所（自宅など）で入国の次の日から起算して 14 日間待

機し、空港等からの移動も含め公共交通機関を使用しないこと 

- このため、入国前に、ご自身で入国後に待機する滞在先と、空港からその滞在先まで移動する手段（公共交通機関

以外）を確保すること 

- 入国の際に、検疫官によって、入国後に待機する滞在先と、空港から移動する手段について検疫所に登録いただくこと 
 

加えて、検疫強化対象地域として追加された日にかかわらず、入国した日の過去 14 日以内に『入管法に基づく入国制限

対象地域（※２）』に滞在歴のある方については、これまでと同様、全員に PCR 検査と、保健所等による定期的な健康

確認を実施しています。 
 

検疫強化対象地域（※１） 

入管法に基づく入国制限対象地域（※２）以外のすべての国と地域。 
 

入管法に基づく入国制限対象地域（※２） 

日本到着時前 14 日以内に法務省ホームページおよび外務省ホームページ に記載してある地域に滞在歴がある日本国

籍以外の方。これらの地域に滞在歴のある外国人は、特段の事情がない限り、入国拒否の対象となります。 

 

http://www.moj.go.jp/hisho/kouhou/20200131comment.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00307.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00307.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00098.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00098.html
http://www.moj.go.jp/hisho/kouhou/20200131comment.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/index.html


 

 

05. 査証の制限等について（2020 年 8 月 31 日更新） 

2020 年 3 月 9 日午前 0 時から、中華人民共和国および大韓民国に所在する日本大使館または総領事館で 3 月 8 日

以前に発給された一次・数次査証の効力を停止、加えて、香港およびマカオならびに大韓民国に対する査証免除措置を停

止しています。 
 

2020 年 3 月 21 日午前 0 時からシェンゲン協定加盟国※またはアイルランド、アンドラ、イラン、英国、エジプト、キプロス、ク

ロアチア、サンマリノ、バチカン、ブルガリア、モナコもしくはルーマニアに所在する日本国大使館または総領事館で 3 月 20 日ま

でに発給された一次・数次査証の効力を停止すると共にこれらの国に対する査証免除措置を順次停止します。 
 

※ アイスランド、イタリア、エストニア、オーストリア、オランダ、ギリシャ、スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベ

ニア、チェコ、デンマーク、ドイツ、ノルウェー、ハンガリー、フィンランド、フランス、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、マル

タ、ラトビア、リトアニア、リヒテンシュタイン、ルクセンブルク 
 

2020 年 3 月 27 日午前 0 時からインドネシア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、イスラエル、カ

タール、コンゴ民主共和国もしくはバーレーンに所在する日本国大使館または総領事館で 3 月 27 日までに発給された一

次・数次査証の効力を停止すると共にこれらの国に対する査証免除措置を停止します。 
 

2020 年 4 月 3 日午前 0 時から入管法に基づく入国制限対象地域（※２）を除くすべての国に所在する日本国大使

館または総領事館で 4 月 2 日までに発給された一次・数次査証の効力を停止すると共にこれらの国に対する査証免除措

置を停止します。 
 

これらの措置は当面の間実施され、対象となる地域・国が変更されることがあります。旅行前に必ず外務省ホームページをご

確認ください。 

 

06. 成田出発便における検温について（2021 年 5 月 8 日更新） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、SPRING JAPAN ご利用のすべてのお客さまの検温を実施させてい

ただきます。国内線にご搭乗で体温が 37.5℃以上、国際線にご搭乗で体温が 37.1℃以上のお客さまと同行者、並びに

同一団体のお客さまには、ご搭乗をお断りさせていただきます。また、解熱剤等を使用して感染の恐れがあることを隠蔽した

場合にもご搭乗をお断りさせていただきます。 
 

搭乗をお断りした方（グループ）の航空券については、払戻手数料を免除させていただきます。ご理解の上、感染拡大防止

の対策にご協力くださいますようお願い申し上げます。 
 

対象便：成田発の全便 

実施期間：2020 年 3 月 1 日（日）～ 当面の間 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/visa/index.html


 

 

07. 中国の検疫体制強化および入国条件の変更について（2021 年 9 月 10 日更新） 

日本での新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、中国入国時の検疫がさらに強化されております。一部の空港におい

て、日本から渡航される方については自宅または指定施設で 14 日間の隔離処置等が行われるとの情報がございます。詳しく

は外務省海外安全ホームページ、もしくは中国大使館にお問い合わせください。 

 

新型コロナウイルス PCR 検査陰性証明および抗体検査提示による搭乗開始について 

2021 年 9 月 13 日より、中国に渡航する際に必要な健康コード(*)の申請要件に変更がありますので、内容をご確認くだ

さい（リンク①）。2020 年 12 月 1 日から、日本発の中国路線へご搭乗されるすべてのお客さまについて、中国大使館指

定医療機関（リンク②）での搭乗 2 日前以内のＰＣＲ検査陰性証明及び血清特異性ＩｇＭ抗体検査のダブル陰性

証明を取得の義務化に加え、ダブル陰性証明を中国駐日本大使館、総領事館に登録し、“ＨＳ”または“ＨＤＣ”マークの

グリーン健康コードの事前取得が必要となります。指定の健康コードをお持ちでないお客さまはご搭乗いただくことができません。

またダブル陰性証明の原本もお持ちいただきますようお願い申し上げます。詳しくは、中華人民共和国駐日本国大使館ホー

ムページをご覧ください（リンク③）。 

*下記の健康電子申告とは別の申請となります。双方が必要となりますのでご確認をお願いいたします。 

 

健康電子申告について 

現在、中国到着時、健康状態を電子申告または所定の健康申告用紙により中国検疫官へ申告することが義務付けられ

ています。電子申告は、Wechat アプリで QR コードを読み取り、必要事項を入力するだけで簡単に完了します。Wechat

アプリで申告が可能なお客さまは、必ず事前に申告内容についてご確認ください。なお、搭乗手続き時に地上係員より申告

内容を確認させていていただきます。ご不明な点がございましたら、搭乗手続き時に地上係員までおたずねください。 

 

08. 客室乗務員による機内アナウンスの実施 

厚生労働省からの協力要請に基づき、中国路線において、咳や発熱などの症状がある、または疑いのあるお客さまについて

は、空港到着後、検疫官にお申し出いただくよう機内アナウンスを実施しております。 

 

09. 客室乗務員のゴーグル・マスク・手袋の着用（2020 年 6 月 19 日更新） 

お客さまに安心してサービスを受けていただくため、国内線・国際線の全路線において、客室乗務員はゴーグルとマスクを着用

しています。加えて、お食事・お飲物のサービス時などに手袋を着用させていただきます。 
 

機内サービスについて 

現在、機内販売サービスは全路線においてオリジナルグッズ、カップ麺、水のみを販売いたします。また、機内誌のシートポケッ

トへの搭載を中止しており、閲覧をご希望の方は機内にて客室乗務員へお声かけください。 

 

10. 機内の客室消毒について 

お客さまに安心してご利用いただくために、中国からの成田帰着便および国内線の最終便ではテーブル、アームレスト、トイレ

のドアノブ等、お客さまの手が触れる部分に対し、アルコールを用いた消毒を実施しております。 

 

 

 

 

http://www.china-embassy.or.jp/jpn/dsgxx/t1904798.htm
http://www.china-embassy.or.jp/jpn/sgxw/t1844962.htm
http://www.china-embassy.or.jp/jpn/sgxw/t1836108.htm
http://oldjp.ch.com/Content/Activitiesall/%E5%81%A5%E5%BA%B7%E7%94%B3%E5%91%8A%E6%9B%B8QR%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%89%EF%BC%88JP%EF%BC%89_0507.pdf


 

 

11. 機内の空気循環について 

SPRING JAPAN では全ての航空機の空調システムに高性能空気フィルター（HEPA フィルター）*を装着しています。機

内の空気は、常に機外から新しい空気を取り入れ機内に提供し、その後、機外へ排出することにより、約 3 分で全て入れ替

わる仕組みになっています。 
 

*High-Efficiency Particulate Air (HEPA) Filter ：0.3 ミクロンの粒子を 99.97%以上捕集できる高性能フィルター 

 

12. 厚生労働省・検疫所作成の健康カードおよび各国の要請による検疫関係書類の配布 

厚生労働省・検疫所作成の健康カードをお客さまに配布しております。また各国の要請によって、当社が就航している路線

の一部で各国の検疫関係書類が配布される場合があります。 

13. 除菌剤の飛行機への持ち込み・お預けについて（2020 年 3 月 16 日更新） 

除菌剤について以下の製品については飛行機への持ち込み、お預け共に不可となります。 
 

【対象製品】 

➢ 折り曲げることで内容成分が混合される製品（スティック（ペン・フック）タイプ等）、粉末剤等を混合して使用する

製品（置き型タイプ等）など二酸化塩素ガスを発生させる製品 

➢ 大幸薬品（株）クレベリン（置き型タイプ、ペン型タイプ） 
 

※ネックストラップ（カード型）タイプやジェルタイプの除菌剤など直接肌につけるものついては、お持込み、お預けともに可能 

 


